
提

出

者

樽

井

良

和

平
成
十
七
年
六
月
十
三
日
提
出

質

問
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政
府
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保
有
す
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重
要
情
報
の
管
理
体
制
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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我
が
国
の
首
都
東
京
は
、
政
治
、
経
済
、
文
化
等
の
中
枢
機
能
が
集
中
す
る
超
過
密
都
市
で
あ
る
が
、
明
日
訪
れ
て
も
不
思

議
で
は
な
い
東
京
直
下
型
大
地
震
や
テ
ロ
及
び
核
の
脅
威
に
常
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

一
方
、
危
機
管
理
体
制
に
つ
い
て
は
未
だ
十
分
で
あ
る
と
は
言
え
ず
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
新
潟
県
中
越
地
震
、
福
岡
県

西
方
沖
地
震
等
の
大
災
害
が
続
発
す
る
中
で
、
東
海
沖
地
震
が
発
生
す
る
可
能
性
も
極
め
て
高
く
な
っ
て
お
り
、
国
民
が
平
和

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
の
危
機
管
理
体
制
の
再
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

特
に
政
府
が
保
有
す
る
重
要
情
報
に
つ
い
て
は
、
東
京
有
事
に
備
え
東
京
以
外
の
地
域
に
そ
の
複
製
を
保
管
し
て
お
く
な

ど
、
十
分
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を
構
築
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

危
機
管
理
都
市
建
設
構
想
を
推
進
す
る
に
当
た
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

政
府
は
ｅ－

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
重
点
計
画
（
平
成
十
三
年
）
に
基
づ
き
所
有
す
る
情
報
の
電
子
化
を
図
っ
て
い
る
が
、
進
捗
状

況
は
ど
う
か
。

二

政
府
は
保
有
す
る
情
報
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
も
の
を
重
要
度
の
高
い
情
報
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
か
。
ま
た
、
重
要

情
報
に
つ
い
て
は
、
全
て
電
子
化
さ
れ
て
い
る
か
。

一



三

重
要
情
報
の
複
製
の
有
無
。
（
各
省
庁
と
も
本
省
部
局
別
。
）

四

重
要
情
報
の
複
製
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
保
管
場
所
。
（
各
省
庁
と
も
本
省
部
局
別
。
国
家
機
密
上
場
所
を
公
に
で
き
な

い
場
合
は
、
東
京
以
外
の
地
域
に
複
製
を
保
管
し
て
い
る
か
否
か
。
）

右
質
問
す
る
。

二


